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ソフトウェア使用許諾（EULA）

本製品を使用することで、EULA（エンドユーザー使用許諾契約）に同意したことになります。
EULA（エンドユーザー使用許諾契約）の確認はこちらをクリックします。

©2023 UVI. 
全ての登録商標はその権利帰属者の所有物です。

http://www.uvi.net/
https://www.uvi.net/jp/end-user-license-agreement
https://www.uvi.net/jp/end-user-license-agreement
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HX-20
象徴的なセミモジュラーアナログシンセ

ビンテージ至宝の新たな着眼点による斬新なインスピレーション
アナログアイコン - HX-20は、最も明確な響きを持つ愛されるべきアナログモノ
シンセの1つをベースにしたシンセ音源です。その多機能なセミモジュラーアーキテ
クチャ、アイコニックなフロントパネルデザイン、そして輝かしい音楽史で知られて
います。1970年代後半に登場したこの小さな2オシレーターを持つモノシンセは多
くの魅力を有し、世界中のアーティストのインスピレーションを引き出すスタジオメ
イトとなりました。

相乗効果の魔力 - このシンセサイザーの成功は、単に思慮深い設計のみによるも
のではなく、優れた機能、素晴らしいサウンド、魅力的な価値の組み合わせによるも
のです。豊かなアナログオシレーターから多機能フィルターセクションまで、外部入
力や大規模システムと統合できるセミモジュラー性、比較的軽量で携帯可能である
ことなど、愛すべき要素が至る所に存在します。

ダイナミックデュオ - HX-20は、UVIの新たな歴史を刻むHXシリーズのデビューモ
デルであり、ハードウェアサンプリングとフィジカルモデリングの深い歴史を活用
し、ハードウェアの魂を備えた柔軟で現代的なシンセ音源を形成します。これは、
ハードウェアサンプルとウェーブテーブルを組み合わせた革新的なハイブリッドア
プローチと、物理モデリングフィルターを組み合わせによるものです。独自のハイブ
リッドに対する解釈を備えたこの音源が、最初のモデルに相応しいと考えました。

Hybrid-Xエンジン - HX-20は多くのUVIビンテージシンセ音源と同様、奥深いの実
機ハードウェアの深いサンプリングによる特徴と旨みを備えます。そして、2つの重
要な点でさらなる進化を遂げています。新しい2つのハードウェアベースのウェーブ
テーブルと物理モデリングフィルターの追加 - このことで、合計で3つのサンプルレ
イヤー構成を実現します。愛好家や実機の質感にこだわる方が熟知する愛すべき
アナログシンセサウンドの魅力を備えている上、選択したハードウェアと同様、特徴
的な独自の組み合わせは、強力で魅力的な音響ツールを作り出し、想像を超える
個性を生み出します。

ハードウェアサウンドの証 - HX-20のために新設計されたサンプルベースのウェー
ブテーブルオシレーターは、完全に新しい次元のサウンド探求とシンセサイズを提
供します。ハードウェアを全範囲で捉えることで、生楽器のサウンドをこれまで以上
の柔軟性と質感や儚さが得られ、より多彩かつ繊細に操作できます。そして最高な
のは、UVIで愛情を込めて丁寧にプログラミングされた手作りサウンドを含む、最高
品質のサンプルレイヤーが引き続き利用できることです。

刺激的なプリセット - 222プリセットが、Bass、Bells、Brass、FX、Keys、Leads、
Organs、Pads、Pluck、Strings、Sweepsなどにカテゴリー分けされて提供されま
す。このライブラリーのために用意されたハードウェアサンプルは13,000以上にお
よび、180以上のレイヤーにまとめられます。HX-20はアナログソウルを持ち、幅広
い有用でインスピレーションに満ちたパッチを提供します。マルチレイヤー構造によ
り、簡単に重ねたりやモジュレーションを効かせることが可能で、その可能性は無
限に広がります。

クリエイティブアーキテクチャー - HX-20は、既存プリセットのカスタマイズから、
ユーザー独自のパッチ作成をするための強力で多彩なツールセットを提供します。
2つのハードウェアベースのウェーブテーブルオシレーターとサンプルベースのオ
シレーターがアナログモデリングフィルターに供給されます。そしてすべてにADSR
エンベロープと多くの簡単設定可能なモジュレーションポイントが備わり、豊富な
シーケンスを作成できる強力なアルペジエーター/フレイザーと多数のプリセット、
大胆で深い音響操作から精密な調整までを可能にするマクロとスタジオエフェク
トが用意されています。

象徴的なアナログモノシンセが、UVIの傑出したハードウェアサンプリングノウハウ
と洗練されたDSPの魔法を最大限に活かして再構築されたのがHX-20です。名高
いビンテージ至宝の質感をそのままに新たな輝きと魅を加えてお届けします。

HXシリーズ音源
HX-20は、UVI新設のHXシリーズ音源の第一弾であり、サンプルベースオシレー
ターとフィジカルモデリングフィルターのトリプルセットにより、比類なきハードウェ
アサウンドをさらに進化した形で提供します。

最低システム条件：
•	 最新バージョンのUVI WorkstationまたはFalcon
•	 3.9GB以上の空きディスク容量

インストールとオーソライズに関する詳しい情報は、インストールガイドに記載して
います。

イントロダクション

http://www.uvi.net/
http://www.uvi.net/installing_uvi_soundbanks_jp.pdf
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操作画面 - メイン（MAIN）

1	 	プリセットメニュー
»	 プリセット：プリセット名のクリックで表示されたメニュー

から選択、あるいは右側のスイッチ[＜] [＞]で切替えます。

»	 オプション 

⇄

↪

：以下の操作をメニューから実行できます：
•	 Load（読込）- 保存済みのユーザープリセットを開きます。
•	 Save（保存）- 現在の設定をユーザープリセットとして

保存します。

2	 	ページ切替（Main/Edit/FX/Arp）
操作画面：メイン（Main）、エディット（Edit）、エフェクト

（FX）、アルペジエーター（Arp）の切り替えをします。

»	 FX / Arpオン・オフ（●）：FXとArpページラベル上のス
イッチのクリックで、エフェクトおよびアルペジエーター
のオンとオフを切り替えます。

3	 	設定 

⇄

↪

ここのクリックで以下の設定にアクセスします：

»	 Voices（ボイス）：最大同時発音数を設定します。

»	 Bend（ベンド）：ピッチベンド範囲を半音単位で設定します。

»	 ボイスモード：発音モードをメニューから選択します。
•	 Poly - 一般的な和音演奏モードです。
•	 Poly Portamento - ポリフォニックポルタメント演奏が

可能のモードです。
•	 Mono Retrigger - 一般的なモノ演奏モードです。
•	 Mono Portamento - ポルタメントを効かせたモノレ

ガート演奏のためのモードです。

»	 Glide（グライド）：音源全体のグライド時間（ポルタメント
の長さ）を決定します。

4	 	マスターボリューム
音源全体の出力音量設定とステレオレベルメーターです。

5	 	 マクロエフェクト
メイン画面下の5つのノブはそれぞれ、素早く音色に効
果を与える1ノブコントロールのエフェクトです：

»	 エフェクトオン・オフ

⇄

↪

：ノブ右上のスイッチで個々のエ
フェクトのオンとオフを切り替えます。

»	 Cabinet（キャビネット）：特殊なアンプ＆スピーカーキャ
ビネット効果を追加します。

»	 Phase（フェイズ）：フェイザー風のコーラス効果をもたら
します。

»	 Filter（フィルター）：1ノブ仕様のハイパス＆ローパスフィ
ルターで、中央より右方向でハイパス、左方向でローパス
フィルターとして機能します。

»	 Shifter（シフター）：ピッチシフト効果を加えます。

»	 Space（スペース）：ディレイとIRリバーブを組話せた特殊
な空間エフェクトの量を操作します。

設定3

ページ切替2

マスターボリューム4

マクロエフェクト 5

プリセットメニュー 1

http://www.uvi.net/
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操作画面 - オシレーターエディット（EDIT）

1	 	オシレーター（Oscillators）
Oscillatorsタブのクリックで、オシレーター設定にアクセス
します。このセクションは、ハードウェアサウンドを有した2
つのウェーブテーブルオシレーターを扱います。以下、同じ
パラメーターが用意され、個別に扱えます：

»	 Shape（シェイプ）：オシレーター波形を選択します。扱え
る波形は、プリセットによって異なり、通常Osc1と2は異な
る波形が用意されています。

»	 Octave（オクターブ）：ピッチのオクターブシフトをします。
»	 Color（カラー）：隣接サンプルの作用による響きをコント

ロールします。
»	 Pitch（ピッチ）：レイヤーピッチをセント単位で調節をします。
»	 Depth（デプス）：ピッチエンベロープの深さを設定します。
»	 PD量とモード設定：：フェイズディストーションモードをメ

ニューから選択し、その量をノブで調整します。（図例は 
Bend +）

»	 Oscページ切替（●○）：セクション中央境界線の2つのドット
のクリックで、オシレーター設定表示を切り替えます。右のス
イッチのクリックで以下の設定にアクセスします。

	
»	 Detune（ディチューン）：ユニゾンボイス間のわずかなピッ

チのばらつきを調節します。
»	 Spread（スプレッド）：ユニゾンボイスのステレオ音像の拡

がり調節します。

»	 Voices（ボイス）：ユニゾンボイスを最大8まで設定します。
»	 FM Ratio（レシオ）：FMピッチを設定します。
»	 FM Depth（デプス）：FMの深さを設定します。

2	 	アンプ&ピッチエンベロープ
	 	 （Amp & Pitch）

2つのオシレーターに適用するアンプエンベロープとピッ
チエンベロープ設定です：

»	 エンベロープ（ADSR）：一般的な4ステージのADSRエンベ
ロープで、音量に作用します。

»	 エンベロープカーブ
⇄

↪

：エンベロープのアタック段（左）と
ディケイ/リリース段（右）のカーブを調節します。

»	 Depth（デプス）：ピッチエンベロープの深さを設定します。
»	 Time（タイム）：ポルタメントのグライド時間を設定します。

»	 タイムカーブ
⇄

↪

：ポルタメントタイムに従ったピッチ変化
曲線を調節します。

3	 	フィルター（Oscillator Filter）
Oscillators Filterタブのクリックで、オシレーターのフィル
ター設定にアクセスします。このセクションは、2つのウェー
ブテーブルオシレーターに適用します：

»	 HP Frequency（フリクェンシー）：ハイパスフィルターの
カットオフ周波数を設定します。

»	 HP Resonance（レゾナンス）：ハイパスフィルターのレゾ
ナンス強度を設定します。

»	 HP Env Depth（エンベロープデプス）：ハイパスフィル
ターエンベロープの適用量を設定します。

»	 LP Frequency（フリクェンシー）：ローパスフィルターの
カットオフ周波数を設定します。

»	 LP Resonance（レゾナンス）：ローパスフィルターのレゾ
ナンス強度を設定します。

»	 LP Env Depth（エンベロープデプス）：ローパスフィル
ターエンベロープの適用量を設定します。

»	 Key Tracking（キートラッキング）：フィルター周波数の
MIDIノート追従をオンまたはオフに設定します。

»	 Resonance Trim（レゾナンストリム）：ハイパスとローパ
ス、2つのフィルターレゾナンスのバランス調整をします。

4	 	フィルターエンベロープ
	 	 （Osc Filter Env）
»	 エンベロープ（ADSR）：一般的な4ステージのADSRエンベ

ロープで、フィルター周波数に作用します。

»	 エンベロープカーブ
⇄

↪
：エンベロープのアタック段（左）と

ディケイ/リリース段（右）のカーブを調節します。

5	 	モジュレーター
この音源には、2つのLFOと2つのステップモジュレーター
が用意されています。この箇所左端のラベルでこれらのモ
ジュレーターにアクセスします。
また、画面上のパラメーターで左横に複数の小さいな色の
ついたノブ（○）と右横にスイッチ

⇄

↪

がついているものは、
これらのモジュレーションソースで変調をかけることが可
能です。

詳細は8ページに記載しています。

フィルターエンベロープ4

OSCフィルター3オシレーター 1

OSCアンプ&ピッチ 2

モジュレーター 5

http://www.uvi.net/
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操作画面 - サンプルエディット（EDIT）

1	 	ミキサー（Mixer）
パネル中央には、オシレーター出力をまとめるミキサーが
あり、ここで混ぜたサウンドは内蔵エフェクトに送られま
す。ミキサーパラメーターはほぼ共通で、以下の通りです：

»	 オン・オフ：各項目左上のスライドスイッチは、Osc1、2、
Noise、Sampleの個々のオシレーターチャンネルのオンと
オフを切り替えます。

»	 Volume（ボリューム）：Osc1、2、Noise、Sampleの個々の
オシレーターチャンネルの音量を設定します。

»	 ノイズタイプ：ノイズジェネレーター（Noise）では、ハー
ドウェア由来のノイズの種類をボリュームノブしたのメ
ニューから選択できます：
•	 Pink - ピンクノイズを使用します。
•	 White - ホワイトノイズを使用します。
•	 Pink ST - ステレオピンクノイズを使用します。
•	 White ST - ステレオホワイトノイズを使用します。

2	 	サンプル（Samples）
Samplesタブのクリックで、サンプルオシレーター設定にア
クセスします。このセクションは、ハードウェアサウンドベー
スのサンプルオシレーターを扱います。

»	 サンプル選択： ソースサンプルの選択をします。メニューか
ら開いた専用ブラウザーまたは、切替スイッチ[＜] [＞]で
おこないます。

»	 Sample Start（サンプルスタート）：サンプルの開始位
置を調節します。

»	 Octave（オクターブ）：ピッチのオクターブシフトをします。
»	 Color（カラー）：隣接サンプルの作用による響きをコント

ロールします。
»	 Pitch（ピッチ）：レイヤーピッチをセント単位で調節をします。
»	 Unison On（オン）：ユニゾン効果のオンとオフを切り替え

ます。
»	 Voices（ボイス）：ユニゾンボイスを最大8まで設定します。
»	 Detune（ディチューン）：ユニゾンボイス間のわずかなピッ

チのばらつきを調節します。
»	 Spread（スプレッド）：ユニゾンボイスのステレオ音像の拡

がり調節します。

3	 	アンプ&ピッチエンベロープ
	 	 （Amp & Pitch）

サンプルオシレーターに適用するアンプエンベロープと
ピッチエンベロープ設定です：

»	 エンベロープ（ADSR）：一般的な4ステージのADSRエンベ
ロープで、音量に作用します。

»	 エンベロープカーブ
⇄

↪

：エンベロープのアタック段（左）と
ディケイ/リリース段（右）のカーブを調節します。

»	 Depth（デプス）：ピッチエンベロープの深さを設定します。
»	 Time（タイム）：ポルタメントのグライド時間を設定します。

»	 タイムカーブ
⇄

↪

：ポルタメントタイムに従ったピッチ変化
曲線を調節します。

4	 	フィルター（Sample Filter）
Sample Filterタブのクリックで、サンプルオシレーターの
フィルター設定にアクセスします。

»	 HP Frequency（フリクェンシー）：ハイパスフィルターの
カットオフ周波数を設定します。

»	 HP Resonance（レゾナンス）：ハイパスフィルターのレゾ
ナンス強度を設定します。

»	 HP Env Depth（エンベロープデプス）：ハイパスフィル
ターエンベロープの適用量を設定します。

»	 LP Frequency（フリクェンシー）：ローパスフィルターの
カットオフ周波数を設定します。

»	 LP Resonance（レゾナンス）：ローパスフィルターのレゾ
ナンス強度を設定します。

»	 LP Env Depth（エンベロープデプス）：ローパスフィル
ターエンベロープの適用量を設定します。

»	 Key Tracking（キートラッキング）：フィルター周波数の
MIDIノート追従をオンまたはオフに設定します。

»	 Resonance Trim（レゾナンストリム）：ハイパスとローパ
ス、2つのフィルターレゾナンスのバランス調整をします。

5	 	フィルターエンベロープ
	 	 （Sample Filter Env）
»	 エンベロープ（ADSR）：一般的な4ステージのADSRエンベ

ロープで、フィルター周波数に作用します。

»	 エンベロープカーブ
⇄

↪

：エンベロープのアタック段（左）と
ディケイ/リリース段（右）のカーブを調節します。

ミキサー1

フィルターエンベロープ5

サンプルフィルター4サンプル 2

サンプルアンプ&ピッチ 3

http://www.uvi.net/
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操作画面 - モジュレーションエディット（LFO A/B、STEP 1/2）

1	 	 LFO A
左下のLFO Aラベルのクリックで、LFO設定にアクセスします。

»	 オン・オフ

⇄

↪

：モジュレーターのオンとオフをおこないます。
»	 Shape（LFO波形）：モジュレーション波形を設定します。

»	 ホストシンク

⇄

↪
：モジュレーションの速度とタイミングを

ホスト（DAWプロジェクトのテンポ）と同期します。この際
のFrequency設定単位はHzから音符になります。

»	 Frequency（モジュレーション周波数）：LFOモジュレー
ションの速度を設定します。

»	 Phase（フェイズ）：LFO波形の位相 = モジュレーションの
開始位置の調節をします。

»	 Delay（ディレイ）：モジュレーションの開始時間の調節をし
ます。

»	 Rise（ライズ）：モジュレーションの適用曲線を設定します。
»	 Depth（デプス）：モジュレーションの適用量を設定します。
»	 Mode（モード）：モジュレーションのトリガーモードを設定

します：
•	 Retrigger（リトリガー）- 打鍵（ノートの受信）ごとに頭から

再スタートします。
•	 Legato（レガート）- 最初のノートからそのままモジュレー

ション周期が繰り返されます。

2	 	 LFO B
左下のLFO Bラベルのクリックで、LFO設定にアクセスします。
*ここでは、LFO Aと異なる部分のみ記載します。

»	 LFO波形：クリックしてパネルからLFO波形を選択します。

	
»	 Humanize（ヒューマナイズ）：LFO周期に適用するランダ

ム度合いを設定します。
»	 Smooth（スムーズ）：LFO波形を滑らかさを調節します。
»	 Invert（反転）：LFO波形の位相を反転にします。

3	 	ステップモジュレーター（STEP）
左下のSTEP 1またはSTEP 2ラベルのクリックで、それぞれ
のステップモジュレーター設定にアクセスします。2つのモ
ジュレーターは同一仕様です。

»	 オン・オフ

⇄

↪

：モジュレーターのオンとオフをおこないます。

»	 ステップエディター：モジュレーションを描きます。

»	 ステップシフト：エディター両端の[＜] [＞]でステップ設
定を1ステップ前または後ろへのシフトをおこないます。

»	 パターンメニュー

⇄

↪

：プリセットパターンパネルを開いて
パターン選択をします：

	

»	 Bipolar（バイポーラー）：双極モードに切り替えます。

»	 Smooth（スムーズ）：手描きモジュレーションを滑らかに
します。

»	 Invert（反転）：モジュレーション極性を反転にします。

»	 ホストシンク

⇄

↪

：モジュレーションの速度とタイミングを
ホスト（DAWプロジェクトのテンポ）と同期します。この際
のFrequency設定単位はHzから音符になります。

»	 Speed（スピード）：モジュレーションの速度を設定します。

»	 Smooth（スムーズ）：ステップ間の補完度合いによる滑ら
かなモジュレーション変化にします。

»	 Mode（モード）：モジュレーションのトリガーモードを設定
します：
•	 Retrigger（リトリガー）- 打鍵（ノートの受信）ごとに頭から

再スタートします。
•	 Legato（レガート）- 最初のノートからそのままモジュレー

ション周期が繰り返されます。

4	 	モジュレーション量
パラメーター左横の小さいな色のついたノブ

⇄

↪

のクリッ
ク＆ドラッグで、それぞれのモジュレーションソースの適用
量を設定します。

上段左 - ベロシティ	 上段右 - モジュレーションホイール
中段左 - LFO A1	 中段右 - LFO B
下段左 - STEP 1	 下段右 - STEP 1

*扱えるソースはパラメーターによって異なります。

5	 	モジュレーションパネル
パラメーターで右横の

⇄

↪

のクリックで、モジュレーション
設定パネルを開きます。左横の小さなモジュレーションノブ

（色のついた○）よりも詳細に設定をする際に便利です：

また、パラメーターによっては、両端に追加モジュレー
ションが表示されます。これらはMPEモードのために用意
されたものです。

モジュレーション量4

モジュレーションパネル5

LFO B 2

LFO A 1

ステップモジュレーター 3
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操作画面 - エフェクト（FX）

1	 	ディレイ（Delay）
»	 オン・オフ：エフェクト名のラベルクリックで、オンとオフを

切り替えます。

»	 ホストシンク

⇄

↪

：ディレイタイム設定をホスト（DAWプロ
ジェクトのテンポ）と同期する際の使用します。

»	 Time（タイム）：ディレイタイムを設定します。ホストシンク
オン時は音価、オフ時はミリ秒単位で設定します。

»	 Feedback（フィードバック）：ディレイ出力のフィードバッ
ク量を調節をします。

»	 Lo＆Hi Cut（ロー＆ハイカット）：フィードバックに適用する
ローカットとハイカット設定で、フィードバック信号を整え
るのに使用します。

»	 Rotation Angle（ローテーションアングル）：フィードバッ
ク信号のローテーション角を調節します。

»	 Mix（ミックス）：エフェクトバランスの調節をします。

2	 	リバーブ（Reverb）
»	 オン・オフ：エフェクト名のラベルクリックで、オンとオフを

切り替えます。

»	 Diffusion（ディフュージョン）：リバーブの拡散効果を有
効にします。

»	 Size（サイズ）：リバーブの空間サイズを設定します。

»	 Decay（ディケイ）：リバーブの減衰量を調節をします。

»	 Lo＆Hi Decay（ロー＆ハイディケイ）：メインのディケイに
適用する低域と高域の減衰比率の調整をします。リバーブ
のキャラクターを整えるのに使用します。

»	 Width（ウィドス）：リバーブのステレオ音像の広がりを調
節します。

»	 Mix（ミックス）：エフェクトバランスの調節をします。

3	 	ドライブ（Drive）
»	 オン・オフ：エフェクト名のラベルクリックで、オンとオフを

切り替えます。

»	 Gain In（入力ゲイン）：エフェクトの入力ゲイン補正をします。

»	 Gain Out（出力ゲイン）：エフェクトの出力ゲイン調節をし
ます。

»	 動作モード：ドライブモードをメニューから選択します。

•	 Diode（ダイオード）- ダイオードクリッパーによるハード
ディストーションです。
•	 Trash（トラッシュ）- 通常のハードオーバードライブエ

フェクトです。
•	 Tube（チューブ）- TSタイプの穏やかな歪み効果です。

»	 Shape（シェイプ）：Diodeモード時にハイパスフィルターと
歪の非対称形の調整をします。

»	 Drive（ドライブ）：Trashモード時の歪量の調整をします。

»	 Tone（トーン）：Tubeモード時のローカット周波数の調
整をします。

»	 Amount（アマウント）：エフェクト量の調節をします。

4	 	コーラス（Chorus）
»	 オン・オフ：エフェクト名のラベルクリックで、オンとオフを

切り替えます。

»	 Speed（スピード）：モジュレーション速度を設定します。

»	 Depth（デプス）：モジュレーションの深さを設定します。

»	 Edge（エッジ）：エフェクトの色合いを調整します。この設
定によってエフェクト効果が明瞭になったり、濃密になったり
します。

»	 Mix（ミックス）：エフェクトバランスの調節をします。

5	 	フランジャー（Flanger）
»	 オン・オフ：エフェクト名のラベルクリックで、オンとオフを

切り替えます。

»	 Speed（スピード）：モジュレーション速度を設定します。

»	 ホストシンク

⇄

↪
：モジュレーションの速度とタイミングを

ホスト（DAWプロジェクトのテンポ）と同期します。この際
のSpeed設定単位はHzから音価になります。

»	 Delay（ディレイ）：ディレイタイムの調節をします。

»	 Feedback（フィードバック）：フィードバック量を設定します。

»	 Mix（ミックス）：エフェクトバランスの調節をします。

6	 	イコライザー（EQ）
»	 オン・オフ：エフェクト名のラベルクリックで、オンとオフを

切り替えます。

»	 High（トレブル）：高域バンドのブースト・カットをします。

»	 Mid（ミドル）：中域バンドのブースト・カットをします。

»	 Low（ベース）：低域バンドのブースト・カットをします。

»	 f（クロスオーバー周波数）：High-MidとMid-Lowの帯域を
分割する周波数を設定します。

7	 	マキシマイザー（Maximizer）
»	 オン・オフ：エフェクト名のラベルクリックで、オンとオフを

切り替えます。

»	 Threshold（スレッショルド）：最大振り幅レベルを設定し
ます。

リバーブ2

マキシマイザー7

イコライザー6

ディレイ 1

ドライブ 3

コーラス 4

フランジャー 5
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操作画面 - アルペジエーターエディット（ARP）

1	 	アルペジエーター
»	 ターゲット（Osc/Sample/Both）：いずれかのスイッチの

クリックでアルペジエーターの適用対象を設定します：
•	 Osc - 2つのウェーブテーブルオシレーターのみにアルペ

ジオシーケンスを適用します。
•	 Sample - サンプルオシレーターのみにアルペジオシー

ケンスを適用します。
•	 Both - 2つのウェーブテーブルとサンプルの両方、3オシ

レーターにアルペジオシーケンスを適用します。

»	 Mode（モード）：アルペジオモードを設定します。
•	 Arpeggiator（アルペジエーター）- コード追従のアルペ

ジオシーケンスモードに設定します。
•	 Phraser（フレーザー） - フレーズシーケンスモードに設

定します。

»	 OCTAVE LOW/HIGH（オクターブ範囲）：フレーザーモード時
のオクターブ範囲：最低（LOW）と最高（HIGH）を設定します。

»	 Motion（モーション）：アルペジエーターモード時の方
向：上昇、下降または双方向を設定します。

»	 Speed（スピード）：ステップ分解能（=速度）を設定します。

»	 Steps（ステップ数）：シーケンスのステップ数（長さ）を設
定します。

»	 Octave（オクターブ範囲）：アルペジオ演奏のオクターブ
範囲を設定します。

»	 ステップエディター：シーケンスステップに対して以下の
操作が可能です：
•	 Velocity（ステップベロシティ）- クリック＆上下ドラッグ

でベロシティを設定します。
•	 Link（リンク）- 前ステップと結合してステップの長さを

伸ばします。
•	 Mode（モード）- ステップ演奏モード：ベーシック/単音、

和音（ハーモナイズまたはコード）を設定します。
•	 Pitch（ピッチ）- ステップピッチを半音単位で設定します。
•	 Octave（オクターブ）- ステップピッチのオクターブシフ

トを設定します。
•	 Gate（ゲート）- ステップの長さを制限します。
•	 Pan（パン）- ステップのステレオ定位を設定します。
•	メニュー - 各項目右端の▼アイコンのクリックで、その

パラメーターの全ステップに対する設定メニューコマン
ドやプリセット（一部のパラメーターのみ）にアクセスし
ます。

2	 	プリセット（Preset）
レイヤーのアルペジオプリセットの選択をします。ドロッ
プダウンメニューまたは、切替スイッチ[＜] [＞]でおこな
います。

3	 	コード検出（Chord）
受信ノートから検出したコード（和音）を表示します。

4	 	ステップシフト
[＜] [＞]でステップ設定を1ステップ前または後ろへのシ
フトをおこないます。

コード検出3

ステップシフト4

プリセット2

アルペジエーター 1
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プリセットリスト

00 Sequenced

A Rivality
Bass Da Seq
Blanket Holidays
Dialogue
DoorMousT
Flat Ozio
Galot 1K
Groove Chords
Hard Boiled
Hyperboreal
Lush
Minimal Pattern
Misuse Delay Wheel
Modded Reality
Monomaniac
Motion Lead
Multi Modulated
Nasty Boy
OMD Bunker
Overcooking
Ricochet Waves
Rolling Chords
Scatterer
Square Party
Steel Hammer
Sticky Mode
Talking Chords
Technoid
Volutions
Vortex Wheel	

01 Arpeggiated

Clear Dawn
Connecting The Dots
Droplet
Minor Wave
Moving Arp
Night Vision
Odyssey Duo
Old Rainbow Road
Planetarium
Quiet Onsen
Shadow Knight
Simple Arp
Sync Motion
Tech Eyes
Textural Irregularity
Thoughts In Motion
Unit Echo
Upside Down
Wave Swell

	

02 Bass

Blastodon
Braam
Cherry Bass
Cole Funk
Cross Line
Cyberpunk
Deviant Wheel
Dirty Ballerina
Distort The Noise
Ducking Raw
Freeze Sub
Heartbeat
High Fuzzy
Impact Sub
Ineducated Modwheel
Infamous
Leicester
Miami Slice
Movements
Open Signal
Overdriven
Phantom Bass
Phatman
Resodriven Wheel
Sentinel
Sign Hole
Silicone
Simple Line
Soft Fifths
Sturgeon Bass
Sub Analog
Sub Grain
Syncope
Thunder Rig
Toronta Bass
Want Some
Wiggly Diodes
Wobble Volt
Yussen Bold

03 Brass

Analog Deep
East Brass
False Unison
Fat Trombone
Fifth Captain
Generous Oscillators
Highlight
Modern Highs
Peplum
Plume Wheel
Pocket Loop
Resotone
Retro Saws
Simple Chords
Sledding
Smiley
Stab Ensemble
Still Mono
Sweet Thing
Topology
Transpoly

04 Lead

8Bit Thrills
Abrasive Detune
Afdt Punk
Agressive Lead
Atmospheric Flute
Downward
Electric Lead
Formant Grit
Funk Aero
House Chord
Jump Chemist
Larsen Boost
Osc Saw
Osc Square
Poly Soft
Power Fall
Syn Legato
Sync Over Five
Talking Harsh
Tech Alles Gut
Track Drive
Vintage Atoms

05 Keys

Alter Echo
Bliss Garden
Broken Tines
Cloud Waltz
Cyber Forest
Dreaming Snowflakes
Eighties Keys
El Rack Organ
Flashlight
French Key
Liquidity
Magnetic Tri
Noise Keys
Opening Titles
Origami Fireworks
Pianoo DC
Space Tides
Square Bouncing
Sweet Harpsichord
Tape Radio
Trash Dream
Vintage Toy Organ

06 Pad

An Equinox
Best Cinema
Cosmic Rays
Das Angle
Delicate Leaf
Fifth Harmony
Harmonic Hall
Mello Pad
Melting
Observatoire
Omens
Raquel Dream
Sahara
Save Game
Seraphic Reverb
Silk Partials
Space Coven
Star Exploration
Stringbrass
Trembling Memories
Tunic
Twin Saws
Vanilla Sunset
Vintage Strings
Volt Motion
Warmth Waves
Wave Saga

07 Pluck & Bells

Astral Journey
Blinking Lights
Deep Alberto
Dirty Bells
Dream My Bell
Drift One
Effect Matrix
Exploring The Past
Fast Delay
Finding Squares
Flutty Xmas
Healer
HX Bells 1
HX Bells 2
Irregular Octaves
Later Changes
Lava Lamp
Malibu
ReChorder
Rival Noises
Status
Steady Tone

08 FX & Rhythmic

Bubble Bath
Deep Crater
Drum Mist
Drum Wide
DruMS
Evolve Ring
Falling Osc
Gargleblaster
Hat Groove
Hat Perc
Hat Simple
Metallic Noises
Phat Kick
Quiet Drum
Rhythm Snake
Silver Woman
Snare
Stumbling Incoherancy
Tom Tune
Worms
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サンプルレイヤーリスト

Bass

Agrezzive
Bold Bass
Cherry Bass
Chick Sub
Classic One
Contra Pulse
Electric Low
Flat Ric
Footsub
High Fuzzy
Impact Sub
Leicester Square
Lost Digital
Modestelegant
Nastriangle
Nineties House
Noisub
Noisy Hell
Oyez
Poseidon
PWM Alike
Roygive
Spread Square
Squarpince
Synth Bass

Brass

Abrassive
Bad Saw
Big Reso
False Unison
Fuzzy
Gentle Brass
Muted Horns
Parallels
Relax Tubist
Sharpness Itself
Stuck Loop
Trombone Section
Unhuman
Unsure
Whole Section

FX

Bandpass Oscillator
Brainstorming
Crunchy Low
DnB Swipe
Drumkit
Grezzly
Messy Drone
Neuro C
Paradox Keyboard
Pitch Alarm
Resonant Riser
Robobass
Stairway Resonance
Tiger Mosquito

Keys

Anakeys
Blind and Deaf
Broken EP
Clavichord
Clicky Road
Clicky Touch
Detuned Piano
Digital Accordion
Eight Keys
Falling Keys
Flutty
Footsteps
Fourth Klav
Funfair
Hammond
Korgan
Liquid Keys
Mellow Wurli
Mighty Softness
MS Vibrato
Pulse Talk
Resonant Reed
Saturated Harpsichord
Sweep Tail
Toy Organ
Versailles
Vibrant Tine
Vintage Mellow
Yelosubmarine

Lead

Aero
Analog Crude
Boost
Da Lead
Dusty Circuit
Electric Shock
Falldown Power
Fantastic Fourth
Feedback Machine
Grunt Lead
Guitar Drive
Hidden Pluck
Krazy Frog
Larsen House
Lose Weight
Massive
MS 203
Noisy and Nasty
Rave Resonant
Rezobot
Ringo Lead
Rusty
Saw Solo
Sharp Lead
Square Bop
Subject
Tension
Tight High
Track Drive

Pads

Attackless Guitar
Beyond the Waves
Brasstrings
Bright Fifths
Bugsweep
Crunchy Riser
Empty Fields
Fatness Ascension
Filter Laziness
Grand Opening
Guimbads
Metallic Brass
Mono Strings
Oboe Filter Sweep
Old Circuit
Radio Sine
Sleeping Pad
Smooth Saw
Soft Fifth
Square Pandemy
Suitcase in a Plane
Tentacles
Unstability
Windy Days

Pluck

Banjo
Basic Square Pluck
BassKet
Bend Up
Charging
Cheap Short
Detuned Stab
Duck Pluck
Great Octave
High School
In Da House
Loading
Money Bits
Muted Guitar
Plastic Tube
Pulse Glitch
Saw Chords
Signal Incoming
Space Square
Subtle Wobble
Summer Hit
Sympathic Sync
Undecised Cat

Waveform

Osc Saw
Osc Square
Osc Triangle
Pulse
PW 20
PW 35
PW 50
PW 65
PW 80
Ringmod Noise
Ringmod Saw
Ringmod Square PW1
Ringmod Square PW2
Ringmod Square PW3
Ringmod Triangle
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13
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ホームページ .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .  ilok.com/ 

iLok License Manager  .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .  ilok.com/ilm.html 

FAQ（良くあるご質問とその回答） .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .                          ilok.com/supportfaq 

*iLok.comのサービスは、全て英語のみです。
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